
第 54代理事長 滝川和彦 

この度、伝統ある大阪菓業青年クラブの理事長を仰せつかりました滝川和彦でご

ざいます。私にとって理事長とは、大変荷の重い役職ではございますが、お引き

受けした以上、精一杯努力する所存でございますので、今後とも皆様のご指導、

ご鞭撻のほどを宜しくお願い致します。 

さて、私達、大阪菓業青年クラブは、OB 会員資格年齢を 5 年延長しており、この

5 年の間に、若手の人材育成、中、長期的計画をにらんだ役員構成をこれから築いて行かなければなりま

せん。 

現状では、人員不足から毎年良く似た顔が役員を構成しております。これでは、次世代を担う若者が、広

く育たないように思われるので、この現状を打開し、色んな会員が色んな役職を経験し、選ばれた者が、

上へと上がるように構築しなければなりません。そうする事によって新たな人材を発見し、より開かれた、

より新しい青年クラブになると思います。 

今年度は、次世代を担う若者に青年クラブの厳しさ、楽しさを感じてもらい、現役、OB、協賛会員の事業

参加のもと、活発で楽しく現世代から次世代に、通じる何かを残す事が出来たらと、考えております。 

次年度は「次世代につなげる架け橋」をテーマに、一人でも多くの会員がクラブ運営に積極的に参加し、

皆が一致団結して、新しい未来への道を切り開こうと考えております。 

今後も青年クラブの情報発信には、色々なツールを使いますが、ホームページでは、会員の情報共有ツー

ルとして事業報告、活動予定、随時情報を発信して青年クラブを PR していきたいと思っております。 ま

た、井戸端会議のような書き込みも覧もありますので、皆さんも気軽に見て書き込みしてください 

最後になりましたが、大阪菓業青年クラブは、親団体を持たないクラブでありその特色を最大限に生かし

て、今後の運営に当たって参りたいともいます。短いとは思いますが、これを持ちまして新理事長の挨拶

と代えさせて戴きます。 


